
 

 

外国人診療プロジェクト 
多文化対応型の歯科医療体制を整備 
在留外国人患者が安心して受診できる環境を実現 
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1. 概要 
● ベル歯科医院（神奈川県海老名市） は、在留外国人の方々も安心して歯科治療を受けられるよう、多文化対応型の環境整備を推進
しています。 

● 多言語ウェブサイトや翻訳アプリの導入、研修強化などの取り組みにより、外国人患者数が大幅に増加しました。 
● 今後は、地域の支援団体との連携やスタッフ教育の更なる拡充に加えて、他の歯科医療機関への応用を通じ、在留外国人への継続
的な健康管理を支援するモデル作りを進めてまいります。 

 

2. 背景と課題 
● 日本の在留外国人数は過去最高水準を記録し、多くの医療機関で「言語の壁」「医療制度への不理解」による受診抑制が問題視さ
れています。 

● 歯科領域では特に、強い痛みや緊急性の高い症状が生じてから初めて受診するケースが多く、症状の悪化につながる懸念がありま
す。 

● 当院では「緊急治療から予防ケア・メンテナンスへの移行」を目指し、多文化対応型の環境整備を進めてきました。 

 



3. 実績・効果 
 

外国人患者数の増加 
環境整備を開始した2021年以降、新規
外国人患者数が顕著に増加し、特に

2023～2024年にかけて大幅に伸長。 

 

 

 

 

 

来院ルートの変化 
環境整備の導入後、Web予約の利用率
が大幅に上昇し、従来多かった予約なし

での急患来院が減少傾向。急患対応は

スタッフの負担が大きく、診療準備やコ

ミュニケーションが円滑になった。 

 

 

 

スタッフの負担軽減 
 多言語予約システムや問診票の活用に
より、来院前の情報把握が容易となり、言

葉の壁による不安が軽減。スタッフアン

ケートでは約8割が「外国人患者対応に
対する不安が和らいだ」と回答。 

 

 

 

 



4. 主な取り組み 

Webサイトの多言語化と予約システム構築 

● 英語、中国語、やさしい日本語に対応したウェブサイトを開設し、診療内容や受診方法をわかりやすく案内 
● 多言語での予約システムの構築 

 



 

歯科治療中に必要な単語集作成 

● 治療中に必要な基本的な用語を準備し、外国語を話す患者と円滑にコミュニケーションを取る 
 

 



 

スタッフ教育・研修 

● ケーススタディやロールプレイを導入 

 

 

 



地域連携・情報共有 

● 在留外国人支援団体との情報交換を通じ、患者のニーズや課題を把握 
● 仮放免外国人の受け入れ 
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6. 問い合わせ先 

ベル歯科医院（BELL dental clinic） 

● 住　所：〒243-0432 神奈川県海老名市中央1-20-43 
● TEL：046-234-0880 
● FAX：046-231-9905 
● https://www.bell-dental.com/（メインページ） 
● https://www.bell-dental.com/foreigner/（外国人診療ページ） 

 

本レポートは、ベル歯科医院が行う「外国人診療プロジェクト」に関する取り組みをまとめたものです。 
今後も在留外国人を含むすべての患者さまの健康維持・増進に貢献できるよう、継続的な改善と情報共有を進めてまいります。 
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